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このマークの記事は、関連
写真を「市公式フェイス
ブック」で公開しています。

　５月22日に、市と三菱自動車工業株式会社、
西日本三菱自動車販売株式会社は「災害時に
おける電動車両等の支援に関する協定」を締結
しました。協定締結により、災害時には、避難
所等での電力確保のため電動車両が市へ貸与
され、より安定した電力供給が可能となります。
　市では「安全で安心してくらせるまち」を目指
し、引き続き災害対策強化に取り組みます。

電動車両で災害時支援
市長日記市長日記

　４月22日から５月７日にかけて、広瀬町東比田
永田地区で「猿

さるがくれ

隠高原シバザクラ祭り」が開催され
ました。
　５月３日にはステージイベントが行われ、よさこ
い踊りや、シバザクラに囲まれた田んぼの中に設置
された特設ステージではジャズライブが行われるな
ど、祭りを盛り上げていました。
　永田地区では、10年前からシバザクラの植栽を
始め、現在は１万２千平方メートルに５万６千株の
シバザクラが植わっています。
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　５月25日に世界を股にかけて活動するケルト音
楽のクール系アイリッシュバンド「ＦＬＯＯＫ（フ
ルック）」が、アルテピアでの公演を前に広瀬中学
校で出張公演を行いました。
　演奏の合間には、質問コーナーなどがあり、生徒
が歌う安来節にあわせて即興で伴奏するなど観客と
一体となった楽しいステージとなりました。
　演奏を聴いた吹奏楽部の石田藍

あ い り

璃さんは、「私も
ＦＬＯＯＫのように楽しい雰囲気を伝えられるよう
な演奏をしたい」と話していました。
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▲超絶技巧のホイッスル奏者、世界一と名高い
バウロン奏者などで構成されたＦＬＯＯＫ。

▲鮮やかに咲いたシバザクラを背景に記念写真
を撮るなど多くの人が来訪していました。

今月の1枚

　若者に自転車の魅力を伝え、安来を盛り上げたいと考
えた安来高校の生徒と安来青年会議所が共同で計画した
「チャリ旅」。高校生の目線から、カフェなどを中心に行
き先を設定しました。当日は穏やかな天気の中、安来を
楽しむツアーとなりました。� ４月30日：白鳥ロード
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　５月５日に広瀬町広瀬の洞光寺で、お釈迦さまの
誕生を祝う「釈

し ゃ く そ ん ご う た ん え

尊降誕会花まつり」がありました。
この行事は、広瀬仏教会主催で昭和５年（1930年）
から続いており、今年は４年ぶりにきらびやかな装
束をまとった稚児行列も行われました。
　妹の琉

る い

唯さん、弟の律
り つ

くんと一緒に稚児として参
加した坂田葵

あ お い

唯さんは「初めて参加しました。冠が
思ったより重くて被るのが大変だったけど、友達が
見に来てくれてうれしかったです。また機会があれ
ば参加したいです」と話していました。

　５月21日にえーひだ市場前の田んぼで、４年ぶ
りに伝統芸能の花田植えが開催されました。機械を
使わない時代の田植えが再現された花田植え。人の
入った模型の牛が田んぼを整えた後、市の無形文化
財である追

お い が み

神頭
かしらうち

打の太鼓や踊り、左
さ げ

下唄という田植
え唄に合わせて一斉に田植えが行われました。
　田植えには地元の人だけでなく、島根総合福祉専
門学校の学生等も参加。錦織愛里さんは「膝下まで
水が張った中で苗をきれいに植えるのが難しく感じ
ました」と話していました。
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　全国的に交通事故防止のための取り組みを行う
「全国交通安全運動」。令和５年春の全国交通安全
運動は５月11日～20日に実施されました。市でも、
安来市交通安全協会が中心となり、通勤や子どもた
ちの登下校といった時間帯にあわせて街頭指導等を
行いました。
　11日には道の駅あらエッサで、米子市交通安全
協会などと合同でチラシ・グッズ配布を実施。ドラ
イバーに対し、ゆとりある運転やシートベルト着用
など、交通安全を意識するよう声かけしました。
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　５月10日に「安来市、島根県農業協同組合及び
東洋ライス株式会社の包括連携に関する協定」の締
結式がありました。
　この協定による最初の取り組みとして、６月５日
から市内全ての小中学校と安来幼稚園の米飯給食
を、東洋ライス株式会社の技術を用いて島根県農業
協同組合が精米加工を行う安来市産の「金芽米」に
切り替えています。「金芽米」は、ビタミンやミネ
ラルなどの滋養源である玄米の栄養を残したまま
の、おいしく、消化性に優れたコメです。

▲協定書に署名した東洋ライス株式会社の雜賀
代表取締役（左）、島根県農業協同組合の石川
代表理事組合長（中）と田中市長（右）。

▲当日は心配された雨もほとんど降ることなく、
18人の稚児が参加し、町内を練り歩きました。

▲あらエッサくんも自転車走行時のヘルメット
着用や鍵かけの徹底を呼びかけました。

▲華やかな衣装をまとった15人の早乙女が唄や
太鼓に合わせ田植えを行いました。


